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　観測点周辺において発生する地震の発生前に、普段であれば電波が届かない遠くの放送局からのVHF帯 FM

放送波の散乱波（見通し外伝播と呼ばれる）が観測されることがあることが報告されてきた(Moriya et al.,

2010)。これまでに、北海道大学で設置している、えりも・島原の両観測点における見通し外伝播の受信強度

のデータを用いて客観的な手法（Morita et al., 2016, AGU）を適用し、それぞれ地震発生予測マップを作成す

ることでその成績を評価してきた。その結果、観測期間が長くデータも充実しているえりも観測点では、地震

活動と見通し外の異常伝播の間の相関にある程度の有意性をもった結果が得られた一方、島原観測点において

はその有意性をはっきりとは見出すことが出来なかった。またそのなかで、見通し外伝播による受信データが

地震活動に起因すると思われるものとそうではない（例,スポラディックE層[Es]が原因となるもの）データの

区別が不明瞭であること、見通し外伝播の伝播経路、散乱帯の正体が不明であることなどといった課題が存在

していた。 

 

　今回、Maeda and Heki.(2016)の手法を用いて、総電子量の変化よりEsの発生を自動的に判定するシステム

を作成した。これにより、Esの発生時刻にFM波の見通し外伝播を検出したか、また、見通し外伝播異常の観

測時にEsが発生していたかのチェックが可能となった。熊本地震の発生前である2016年4月13日にFM波の見

通し外伝播を検出していたが、このときはEsの発生はなかったことがこのシステムより確認された。 

 

　また島原観測点ではどの方向から由来してきた受信データであるかを分別するために、受信アンテナの向き

を、北向きから60度毎に6本設置している。2016年4月16日の熊本地震発生よりも前の観測データにおい

て、直前15日の受信データの強度が、それ以前1～３月に観測していたものよりも東方向からのシグナルが大

きく検出されており、見通し外伝播の到来方向が確認された。
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